
AEDとは日本語で自動体外式除細動器とい

います。

意識を失って心肺機能が停止した傷病者に、

早期に電気ショックを行うことで生命を救

うことが期待される救命器具です。

　人が危険な状態になるのは、心臓停止後約３分、呼吸停止
後約10分といわれています。ところが、救急車は要請を受

けてから現場に到着するまで全国平均で7分、羽幌町内では

平均6分12秒かかります。

　倒れた人が重篤な状態の場合、救急車が到着するまでの

間に、AEDによる除細動(電気ショック）を含めた救命措置を

行うことができれば救命率を高めることができます。
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　平成16年7月から医師や救急救命士だけでなく、一般の方
でもAEDの使用ができるようになりました。　

　AEDはコンピューターが自動的に傷病者の心電図を解析

して除細動（電気ショック）が必要かどうかを判断し、音声

ガイドで必要な処置を指示してくれるので、高度な専門知

識は必要ありません。

▲
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▲

羽幌ロータリークラブから創立30周年記念事業

としてAED２台が羽幌町に寄贈されました。

役場と中央公民館に配備されましたが、配備に

あたり、役場職員を対象に講習会が行われ、

AEDの使用方法に加え止血法や心肺蘇生法など

救命処置の知識を学びました。
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・羽幌町役場・中央公民館・すこやか健康センター　
・総合体育館・焼尻分遣所(消防)・天売分遣所(消防)
・羽幌小学校・羽幌中学校・羽幌高校・天売高校
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   AEDを利用することはあってはならないことですが、万一
の不測の事態に備え必要な知識を身につけておくことが大
切です。
　北留萌消防組合消防署ではAEDの使用方法と救命処置の
講習会を行っています。希望される方はお問い合わせくだ
さい。
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